
く　ら　し　と　医　療

　

は
じ
め
に
指
定
報
告
と
し

て
、「
支
部
の
活
動
の
良
い
と

こ
ろ
！
実
践
し
て
効
果
が
あ
っ

た
活
動
の
経
験
」
を
う
け
て
、

そ
の
後
「
後
継
者
対
策
・
担
い

手
づ
く
り
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
分
散
会
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
。

榛
東　

新
理
事
就
任
で
つ
な
が

り
拡
大
。
加
入
純
増
41
人
、
出

資
金
純
増
２
８
８
万
円
。
交
流

会
で
配
布
者
増
。

吉
岡　

地
図
・
配
布
先
一
覧
の

徹
底
整
備
で
配
布
率
91
・
２
％
。

毎
月
の
地
図
落
と
し
で
仕
組
み

化
が
進
む
。

有
馬　

訪
問
行
動
と
３
種
類
の

班
会
が
定
着
。
加
入
・
増
資
９

件
の
成
果
。
高
齢
者
訪
問
も
実

施
。

半
田　
「
す
こ
し
お
」
料
理
班

会
が
活
発
化
。
減
塩
レ
シ
ピ
の

実
践
で
健
康
づ
く
り
の
学
び
が

広
が
る
。

八
木
原　

レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
・

卓
球
・
モ
ル
ッ
ク
な
ど
多
様
な

▼
人
間
50
年
、
下

天
の
う
ち
に
…
と

信
長
が
吟
じ
て
か

ら
久
し
い
。
い
つ

の
間
に
か
人
生
は

１
０
０
年
に
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

▼
過
日
、高
崎
芸
術
劇
場
へ
行
っ

て
き
ま
し
た
。
高
崎
出
身
の
能

楽
師
・
下
平
克
宏
氏
一
門
主
催

の
高
崎
観
能
の
会
。
26
世
宗
家

も
出
演
で
し
た
。
狂
言
「
二
人

大
名
」
野
村
万
作
萬
斎
、
裕
基
。

▼
都
に
行
く
途
中
、
通
り
す
が

り
を
脅
し
て
共
に
し
よ
う
と
し

た
大
名
二
人
。
逆
に
や
り
込
め

ら
れ
、
太
刀
、
着
物
を
奪
わ
れ
、

あ
げ
く
鶏
の
ま
ね
や
犬
の
喧
嘩

を
さ
せ
ら
れ
、
つ
い
に
遊
女
に

例
え
た
起
き
上
が
り
小
法
師
の

ま
ね
を
や
ら
さ
れ
る
こ
と
に
…
。

▼
萬
斎
、
裕
基
の
二
人
が
舞
台

で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
…
。
小
歌
を
歌
い

な
が
ら
、二
人
を
は
や
し
、奪
っ

た
も
の
を
抱
え
て
逃
げ
て
ゆ
く

の
が
万
作
。

▼「
や
る
ま
い
ぞ
、や
る
ま
い
ぞ
」

と
子
と
孫
が
追
い
か
け
る
。
野

村
万
作
94
歳
、
人
間
国
宝
、
現

役
只
中
の
そ
の
人
。
狂
言
の
家

に
生
ま
れ
、
６
０
０
年
の
歴
史

と
付
き
合
っ
て
こ
ら
れ
た
人
の

今
世
の
姿
で
す
。

▼
50
歳
で
も
１
０
０
歳
で
も
今

日
一
日
を
当
た
り
前
に
過
ご
す

と
今
の
続
き
が
そ
こ
に
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
。

▼
頑
張
る
の
で
は
な
く
ゆ
る
や

か
に
続
け
る
だ
け
の
こ
と
と
承

知
し
ま
し
た
。

�

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
：
は
じ
っ
こ
く
ら
し
）
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組合員 ………………　 18,462人
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１人平均出資金 ……　 40,598円

組合員自身の力で組織を
大きく強くしましょう！

会場の様子

　分散会で話し合う

　参加者の皆さん

　

３
月
31
日
、
伊
香
保
温
泉
ホ
テ
ル
天
坊
で
「
組
合
員
活
動
交
流
集
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
午
前
は
全
14
支
部
か
ら
各
支
部
で
の
取
り
組
み
を
報
告
、

午
後
は
分
散
会
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
各
支
部
の
運
営
委
員
を

中
心
に
62
人
、
役
職
員
８
人
の
計
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

組
合
員
活
動
交
流
集
会

組
合
員
活
動
交
流
集
会

支
部
の
学
び
合
い
か
ら
次
の
一
歩
へ
つ
な
げ
る

支
部
の
学
び
合
い
か
ら
次
の
一
歩
へ
つ
な
げ
る

指
定
報
告

一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
探
そ
う

一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
探
そ
う

　

今
回
で
５
回
目
と
な
る
組
合

員
支
部
活
動
交
流
集
会
は
、
①

支
部
の
報
告
か
ら
現
状
と
つ
な

が
り
の
取
り
組
み
を
共
有
し
、

自
支
部
で
や
っ
て
み
た
い
行
動

を
明
ら
か
に
す
る
②
各
支
部
の

活
動
の
共
有
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得

て
、
支
部
活
性
化
３
カ
年
計
画

の
作
成
や
４
月
開
催
の
支
部
会

議
に
お
け
る
支
部
活
動
の
計
画

に
活
か
す
③
支
部
の
枠
を
越
え

た
仲
間
と
顔
を
合
わ
せ
た
交
流

を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

班
会
が
定
着
。
配
布
網
整
備
も

前
進
。

豊
秋　

企
画
数
が
多
く
行
動
力

が
高
い
。
班
会
開
催
数
が
増
加

し
参
加
が
広
が
る
。
配
布
率

86
・
７
％
維
持
。

市
街
地
東
部　

施
設
見
学
班
会

に
取
り
組
み
参
加
者
か
ら
好

評
。
地
域
の
困
っ
た
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
健
康
班
会
取
り
組

み
中
。

市
街
地
西
部　
Ｃ
ａ
ｆ
é
あ
じ

さ
い
を
拠
点
に
助
け
合
い
活
動

が
定
着
。
モ
ル
ッ
ク
班
会
な
ど

新
企
画
が
増
加
。

金
島　
６
年
越
し
の
取
り
組
み

が
実
り
、
り
ん
ご
団
地
の
配
布

者
が
７
人
に
増
加
。
事
務
局
配

布
ゼ
ロ
達
成
。

子
持　

毎
月
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

が
定
着
し
毎
回
25
人
参
加
。
モ

ル
ッ
ク
大
会
優
勝
な
ど
地
域
が

活
性
化
。

小
野
上　

全
戸
訪
問
を
数
年

か
け
て
完
了
。
も
の
づ
く
り
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
定

着
。
運
営
委
員
は
生
協
以
外
の

活
動
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
る
。

赤
城　

高
尾
山
旅
行
で
新
規
加

入
17
人
。
支
部
ニ
ュ
ー
ス
が
参

加
者
増
の
起
点
に
。
地
道
な
活

動
が
成
果
に
。

北
橘　

新
総
代
３
人
誕
生
で
運

営
委
員
会
出
席
率
向
上
。
チ
ェ

リ
ー
班
が
定
着
し
活
動
が
活
発

化
。

伊
香
保　

モ
ル
ッ
ク
班
会
か
ら

配
布
者
２
人
増
。
旅
行
で
も
加

入
・
配
布
者
増
。
毎
月
の
つ
ど

い
が
継
続
。

　

分
散
会
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

は
、
各
グ
ル
ー
プ
６
～
７
人
、

全
12
グ
ル
ー
プ
で
指
定
報
告
を

受
け
て
の
感
想
や
自
支
部
で
取

り
組
ん
で
み
た
い
こ
と
、
新
し

い
つ
な
が
り
の
た
め
に
取
り
組

ん
だ
内
容
に
つ
い
て
活
発
に
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
支
部
の
報
告
か
ら
、
後
継

者
不
足
や
役
員
の
高
齢
化
、
配

布
体
制
の
維
持
と
い
っ
た
課
題

が
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、旅
行
や
料
理
班
会
、

モ
ル
ッ
ク
な
ど
楽
し
さ
を
重
視

し
た
活
動
は
、
組
合
員
同
士
の

つ
な
が
り
づ
く
り
に
効
果
が
あ

る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

若
い
世
代
や
子
ど
も
・
孫
を

巻
き
込
む
企
画
、
日
常
的
な
声

か
け
な
ど
が
担
い
手
育
成
に
つ

な
が
る
と
の
意
見
が
多
く
、
段

階
的
な
関
わ
り
を
通
じ
た
長
期

的
な
育
成
の
重
要
性
も
共
有
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
す
こ
し
お
料
理
や
健

康
づ
く
り
へ
の
関
心
の
高
さ

や
、
塩
分
チ
ェ
ッ
カ
ー
貸
出
な

ど
具
体
的
な
提
案
も
出
さ
れ
た

一
方
で
、
班
会
場
所
の
確
保
や

配
布
者
の
負
担
増
な
ど
運
営
面

の
課
題
も
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

全
体
と
し
て
他
支
部
の
実
践
か

ら
学
び
、
自
支
部
の
活
動
に
活

か
そ
う
と
す
る
前
向
き
な
意
見

が
多
く
、
実
践
的
で
有
意
義
な

交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

共
通
課
題
と
担

共
通
課
題
と
担

い
手
育
成
の
方

い
手
育
成
の
方

向
性
向
性

運
営
課
題
と
交
流

運
営
課
題
と
交
流

か
ら
生
ま
れ
た
前

か
ら
生
ま
れ
た
前

向
き
な
成
果

向
き
な
成
果

大腸肛門外来　第２月曜日　夜間外来（予約制）が始まりました。おしり（肛門など）で何か気になることがあれば、ぜひお気軽にお問い合わせください。
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く　ら　し　と　医　療
　

４
月
18
日
、
渋
川
市
中
央
公

民
館
に
て
三
者
協
（
コ
ー
プ
ぐ

ん
ま
、
渋
川
北
群
馬
民
商
、
北

毛
保
健
生
協
）
に
よ
る
春
の
学

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
豊
か
な
老
後

き
ま
し
た
。
全
体
で
76
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま

す
。

•

広
範
囲
に
わ
た
り
説
明
を
し

て
頂
き
ま
し
た
が
説
明
が
と
て

も
分
か
り
や
す
く
非
常
に
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の

よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し

た
い
で
す
。

•

と
て
も
良
い
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。
帰
っ
た
ら
こ
の
資
料
で

主
人
と
話
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

三
者
協
　
春
の
学
習
会

三
者
協
　
春
の
学
習
会

　

２
０
２
６
年
度
新
入
職
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
４
月
１
日
、
２
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
リ
ハ
ビ
リ
職
２
人
、
検
査
職
１
人
、
看
護
師
４
人
、

看
護
助
手
２
人
、
事
務
職
員
４
人
、
介
護
職
員
３
人
、

社
会
福
祉
士
２
人
、
調
理
補
助
者
２
人　

合
計
20
人

の
職
員
が
新
し
く
入
職
し
ま
し
た
。

　

新
入
職
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
生
協
の

理
念
、
事
業
内
容
、
職
員
心
得
、
医
療
安
全
・
感
染

対
策
、
電
話
応
対
研
修
、
接
遇
学
習
な
ど
２
日
間
に

わ
た
っ
て
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２０２６年度新入職員２０２６年度新入職員
よろしくお願いよろしくお願い

いたしますいたします

氏
名
の
掲
載
は
ご
本
人
に
確
認
し
て
い
ま
す

〔
吉
岡
〕

小
　
林
　
篤
　
彦

小
　
林
　
衣
　
子

森
　
田
　
和
　
久

〔
有
馬
〕

中
　
島
　
正
　
雄

〔
八
木
原
〕

都
　
丸
　
康
　
男

箱
　
田
　
敦
　
子

〔
金
島
〕

荒
　
木
　
純
　
代

石
　
田
　
初
　
江

神
　
谷
　
　
　
潔

都
　
丸
　
公
　
子

都
　
丸
　
重
　
巳

松
　
村
　
軍
　
治

松
　
村
　
春
　
枝

〔
吉
岡
〕

猪
　
俣
　
智
　
恵

坂
　
田
　
常
　
治

米
　
山
　
　
　
豊

〔
市
街
地
西
部
〕

新
　
保
　
征
　
二

中
　
澤
　
　
　
勤

〔
子
持
〕

木
　
村
　
好
　
美

〔
小
野
上
〕

飯
　
塚
　
春
　
枝

唐
　
澤
　
崇
　
子

〔
赤
城
〕

狩
　
野
　
　
　
孝

〔
榛
東
〕

青
　
木
　
歌
　
子

東
　
　
　
敏
　
子

伊
与
久
　
ふ
み
子

善
養
寺
　
重
　
子

高
　
橋
　
幸
　
子

田
　
村
　
秋
　
江

徳
　
永
　
絹
　
子

徳
　
永
　
正
　
也

西
　
田
　
英
　
明

西
　
田
　
雍
　
子

原
　
田
　
　
　
綠

洞
　
口
　
恵
美
子

森
　
尾
　
ミ
ツ
子

山
　
口
　
千
枝
子

渡
　
邊
　
　
　
孝

〔
吉
岡
〕

新
　
井
　
恵
　
子

石
　
倉
　
秀
　
次

石
　
坂
　
峯
　
子

市
　
川
　
静
　
江

猪
　
俣
　
友
　
子

猪
　
俣
　
智
　
恵

入
内
島
　
文
　
枝

大
　
林
　
恵
美
子

金
　
子
　
博
　
枝

狩
　
野
　
佳
　
子

小
　
柳
　
セ
　
ツ

小
　
林
　
米
　
子

小
　
林
　
稔
　
幸

後
　
藤
　
ト
ミ
子

坂
　
田
　
常
　
治

坂
　
田
　
美
惠
子

志
　
田
　
五
三
子

篠
　
原
　
恒
　
夫

篠
　
原
　
文
　
子

篠
　
田
　
璃
　
希

篠
　
田
　
瑠
　
威

関
　
矢
　
ア
キ
ミ

髙
　
村
　
康
　
子

髙
　
橋
　
由
美
子

蛸
　
島
　
佳
　
子

田
　
中
　
き
く
江

中
　
澤
　
ヒ
デ
子

中
　
澤
　
　
　
勝

仲
　
澤
　
三
津
子

中
　
島
　
季
　
子

中
　
島
　
　
　
隆

中
　
田
　
勝
　
隆

中
　
村
　
ふ
さ
子

生
　
津
　
　
　
倫

春
　
山
　
米
　
子

星
　
　
　
亜
希
子

本
　
多
　
芽
　
生

本
　
多
　
莉
　
世

山
　
口
　
佳
　
子

吉
　
澤
　
一
　
之

吉
　
澤
　
早
百
合

渡
　
邉
　
俊
　
子

渡
　
部
　
富
　
江

〔
有
馬
〕

飯
　
野
　
み
ど
り

伊
　
藤
　
哲
　
夫

居
　
村
　
カ
　
ツ

大
川
原
　
弘
　
子

大
川
原
　
佳
　
市

小
　
黒
　
千
　
明

小
　
黒
　
芳
　
子

後
　
藤
　
く
み
子

曾
　
根
　
丈
太
郎

髙
　
橋
　
あ
け
み

高
　
橋
　
栄
　
子

高
　
橋
　
洋
　
一

土
　
谷
　
伸
　
一

星
　
野
　
か
や
子

松
　
浦
　
郁
　
江

真
　
庭
　
美
登
里

宮
　
下
　
　
　
歩

宮
　
下
　
か
つ
美

盛
　
山
　
友
　
榮

盛
　
山
　
は
る
か

山
　
浦
　
克
　
美

山
　
浦
　
千
枝
子

〔
半
田
〕

足
　
立
　
康
　
平

足
　
立
　
み
ど
り

大
　
島
　
美
代
子

笠
　
井
　
　
　
惠

木
　
暮
　
市
　
子

木
　
暮
　
靜
　
江

高
　
木
　
悦
　
子

田
　
島
　
二
　
三

星
　
野
　
弘
　
子

矢
　
島
　
君
　
江

矢
　
島
　
茂
　
子

矢
　
島
　
紀
　
志

山
　
田
　
友
　
子

山
　
宮
　
紀
　
江

〔
八
木
原
〕

青
　
木
　
テ
ル
子

青
　
木
　
敏
　
子

飯
　
塚
　
信
　
子

大
　
谷
　
幸
　
子

大
　
友
　
町
　
子

梶
　
原
　
　
　
満

狩
　
野
　
秋
　
子

川
　
原
　
茂
　
野

小
　
菅
　
ト
シ
エ

小
　
菅
　
優
　
子

下
　
村
　
芳
　
子

鈴
　
木
　
照
　
男

須
　
田
　
明
　
美

須
　
田
　
節
　
子

髙
　
橋
　
節
　
子

髙
　
橋
　
康
　
夫

鳥
　
山
　
金
　
吾

鳥
　
山
　
こ
こ
ろ

中
　
澤
　
藤
　
夫

〔
豊
秋
〕

阿
久
沢
　
明
　
子

大
　
竹
　
誠
　
一

狩
　
野
　
　
　
勝

沢
　
浦
　
愛
　
子

沢
　
浦
　
権
　
平

鈴
　
木
　
勝
　
利

鈴
　
木
　
美
　
紀

鈴
　
木
　
美
　
穂

鈴
　
木
　
る
み
子

関
　
口
　
喜
美
子

関
　
口
　
千
惠
子

角
　
田
　
す
み
江

角
　
田
　
行
　
生

真
　
柄
　
香
代
子

真
　
柄
　
卓
　
也

松
　
田
　
み
ど
り

三
　
原
　
君
　
江

三
　
原
　
輝
　
夫

吉
　
田
　
勝
　
己

吉
　
田
　
麗
　
央

〔
市
街
地
東
部
〕

加
　
瀬
　
孝
　
一

小
　
林
　
ひ
　
め

関
　
根
　
英
　
和

髙
　
田
　
都
　
芳

立
　
川
　
禮
　
子

都
　
丸
　
伊
佐
男

宮
　
嶋
　
國
　
利

山
　
本
　
喜
美
子

〔
市
街
地
西
部
〕

石
　
井
　
千
惠
子

石
　
坂
　
房
　
子

井
　
上
　
秀
　
子

井
　
上
　
　
　
寛

岩
　
田
　
正
　
子

大
　
谷
　
幸
　
雄

小
野
澤
　
章
　
子

唐
　
澤
　
千
津
子

小
　
林
　
美
津
子

中
　
澤
　
　
　
勤

星
　
　
　
貫
　
治

村
　
田
　
幸
　
子

横
　
手
　
和
　
子

北
毛
保
健
生
協
に
加
入
し
て
、健
康
な
く
ら
し
を
!!

増
　
　
資

年
間
積
立

加
　
　
入

２
０
２
６
年
３
月

　３月７日、東京代々木公園で「とめよ
う原発３．７全国集会」が開かれ、首都圏
を中心に全国から8,500人が参加しました。
　北毛保健生協からは原発をなくす群馬
の会のバスで、社保平和まちづくり委員
会と組合員活動委員会を中心に13名の組
合員が参加。「福島は終わっていない」「原
発いらない」と渋谷ハチ公前を通るデモ
行進でアピールしてきました。

とめよう原発とめよう原発

３．７全国集会３．７全国集会

た
。

•

豊
か
な
老
後
の
た
め
に
知
っ

て
お
き
た
い
お
金
の
こ
と
、
終

活
の
考
え
方
、
贈
与
・
相
続
な

ど
い
ろ
い
ろ
細
か
い
こ
と
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ

き
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
テ
キ

ス
ト
を
よ
く
見
て
今
後
の
い
ろ

い
ろ
な
面
に
生
か
せ
た
ら
良
い

と
思
い
ま
す
。

•

今
日
聞
い
た
お
話
を
積
極
的

に
祖
母
や
祖
父
に
話
し
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。

•

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
し
く
み
や
終
活

の
具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て

理
解
で
き
た
。
今
日
学
ん
だ
こ

と
を
家
族
や
知
り
合
い
に
も
共

有
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

の
た
め
に
知
っ
て

お
き
た
い
お
金
の

話
」
弁
護
士
・
Ｊ

－
Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
認
定

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

松
井
隆
司
氏
を
講

師
に
迎
え
て
、
①

豊
か
な
老
後
の
た

め
に
②
終
活
を
考

え
る
③
成
年
後
見

制
度
④
贈
与
・
相

続
⑤
金
融
ト
ラ
ブ

ル
、
相
談
窓
口
。

こ
の
５
点
を
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
い
な
が
ら
丁
寧

に
分
か
り
や
す
く

講
演
し
て
い
た
だ

「
豊
か
な
老
後
の
た
め
に

「
豊
か
な
老
後
の
た
め
に

知
っ
て
お
き
た
い
お
金
の
話
」

知
っ
て
お
き
た
い
お
金
の
話
」講師の松井隆司氏

会場の様子

群馬から 50人が参加

参加者が一斉にアピール

新入職員の皆さん

検査時間15分でＯＫ。結果は3日で郵送します。　注：朝食を食べずに来院下さい。　問い合わせ先：北毛病院検査室　☎0279-25-2074》

2026年５月１日　⑵●　第 588 号
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〔−は休診〕

増田

岸

岸
（第2.4）

岸
（第1）

（第1.3）

笠原

笠原
澤田

吉野聡

近藤栄

植野

岸

植野

近藤友近藤友

永井
福江 福江

永井

綿貫

笠井

助川

医師交代

原田

医師交代

医師交代

有澤

綿貫

成田
精神科：
鈴木

（第1.3.5）
13：00～15：30

13：00～17：008：30～12：00

精神科：
鈴木

13：00～15：30

北毛診療所
［専門外来］
予約診療となって

おります。

精神科：
鈴木

（9：00～10：00）

4

＊定期通院以外の方は、午前 AM11：00・午後 PM4：00までにご来院下さい。以降の受付の場合は、後日再予約や検査となる場合があります。
＊受診の際は保険証またはマイナンバーカード、お薬手帳、紹介状（お持ちの方）等は必ずご持参ください。

石井医師、宮坂医師、井川医師

成田

石井

井川 井川

高橋

星野

肝胆膵：塚越

まき爪：根本
糖尿病：笠井

綿貫
大和

呼吸器外科：矢澤

医師交代

周藤 山口 山口

北毛保健生協外来医師診療表（2026年5月～） 北毛病院 （24）1234　　　　北毛診療所 （24）2818 

医療講座医療講座医療講座

子
供
が
熱
を
出
し
た
！
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

～
子
供
の
発
熱
対
応
の
お
話
～

北
毛
病
院
　
小
児
科
　
永
　
井
　
裕
　
介

班
会
紹
介
⑬

班
会
紹
介
⑬

　

子
供
の
発
熱
は
、
小
児
科
外

来
を
受
診
す
る
き
っ
か
け
と
し

て
頻
度
が
高
い
も
の
の
一
つ
で

す
。
受
診
さ
せ
た
方
が
良
い
の

か
、
悩
ん
だ
経
験
は
皆
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

際
の
判
断
の
手
助
け
に
な
れ
ば

と
思
い
、
今
回
は
本
を
参
考
に

し
て
記
事
を
書
か
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

子
供
の
発
熱
と
は

　

子
供
の
発
熱
の
多
く
は
感
染

症
に
よ
る
も
の
で
す
。
体
温
を

上
げ
る
こ
と
で
病
気
の
原
因

（
病
原
体
）
を
増
や
さ
な
い
よ

う
に
し
た
り
、
抵
抗
力
を
高
め

た
り
し
て
い
ま
す
。
体
に
備

わ
っ
て
い
る
免
疫
反
応
で
す

ね
。
そ
の
た
め
、
39
℃
を
超
え

る
高
熱
で
あ
っ
て
も
、
子
供
が

元
気
で
あ
れ
ば
無
理
に
熱
を
下

げ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

熱
が
高
く
な
る
と
脳
に
悪
い

影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

け
い
れ
ん
を
起
こ
す
の
で
は
な

い
か
と
心
配
に
な
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
大
人
で
は
め
っ

た
に
経
験
し
な
い
よ
う
な
40
℃

以
上
の
高
熱
を
み
る
と
、
あ

せ
っ
て
し
ま
う
の
は
当
然
で

す
。
し
か
し
、
高
熱
が
脳
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
ま
ず
あ
り

ま
せ
ん
。
脳
に
影
響
が
あ
る
か

ど
う
か
は
、
病
気
の
種
類
に

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
（
頻
度
は

多
く
な
い
で
す
が
、
化
膿
性
髄

膜
炎
や
脳
症
な
ど
で
は
脳
に
影

響
が
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

主
な
対
処
法

　

家
庭
で
気
を
付
け
る
事
と
し

て
は
、
服
装
は
熱
が
上
が
り

き
っ
た
ら
（
寒
気
が
止
ま
り
、

う
っ
す
ら
と
汗
を
か
き
は
じ
め

た
ら
）
少
し
薄
着
に
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。
掛
け
物
で
調
整
す
る

の
も
あ
り
で
す
。
服
装
を
調
節

し
て
み
て
も
、
き
つ
そ
う
に
し

て
い
る
場
合
や
、
機
嫌
が
わ
る

い
場
合
に
は
、
症
状
を
や
わ
ら

げ
る
た
め
に
解
熱
薬
（
坐
薬
や

飲
み
薬
）
を
使
っ
て
み
て
も
よ

い
で
す
。
解
熱
薬
を
使
っ
て
も

ほ
と
ん
ど
下
が
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
体
が

楽
に
な
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
く

だ
さ
い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
少

し
ず
つ
水
分
や
食
事
を
摂
取
さ

せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

た
だ
し
、
３
ヶ
月
未
満
の
お

子
さ
ん
の
発
熱
、顔
色
が
悪
い
、

泣
き
方
が
普
段
に
比
べ
て
極
端

に
弱
々
し
い
、
元
気
が
な
く

ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
等
が
あ
れ

ば
受
診
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

　

市
街
地
西
部
支
部
の
班
会
の

歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し

た
。
古
い
写
真
は
整
理
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
が
、
支
部
分
割

す
る
前
は
「
地
域
の
産
業
を
知

る
班
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
。
佐
久
発
電
所
、
卯
三
郎
こ

け
し
、
上
毛
新
聞
社
、
吾
妻
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
、
明
保
野
の

高
齢
者
施
設
「
カ
ナ
ン
」
等
々

の
見
学
班
会
で
す
。
当
時
は
み

ん
な
元
気
で
、
ス
タ
ス
タ
歩
け

る
の
で「
編
み
物
班
会
」や
、「
食

し
ま
す
。
ま
た
咳
が
ひ
ど
い
、

嘔
吐
が
続
い
て
い
る
、
水
分
や

食
事
が
取
れ
な
い
、
耳
を
痛
が

る
な
ど
熱
以
外
の
症
状
が
あ
れ

ば
受
診
を
考
え
て
も
良
い
と
思

い
ま
す
。
夜
間
や
土
日
祝
日
の

休
日
に
受
診
を
さ
せ
る
か
悩
ん

だ
時
の
参
考
に
し
て
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

色
々
書
き
ま
し
た
が
、
あ
く

ま
で
参
考
な
の
で
、
悩
ん
だ
際

に
は
気
軽
に
電
話
で
受
診
の
相

談
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
常
に
小
児
科
医
が
い
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
来

る
限
り
対
応
し
て
い
き
た
い
で

す
。
子
供
達
の
健
康
を
守
る
た

め
、
引
き
続
き
診
療
を
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

※�

参
考
文
献
「
マ
マ
＆
パ
パ
に
つ
た

え
た
い　

子
ど
も
の
病
気
ホ
ー

ム
ケ
ア
ガ
イ
ド　

第
５
版
」

　

�

日
本
外
来
小
児
科
学
会
（
２
０
２

０
年
９
月
）
医
歯
薬
出
版

会
で
検
討
を
重
ね
、
本
年
３
月

に
南
町
公
会
堂
で
班
会
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
は
、

２
０
２
１
年
11
月
に
南
町
で
Ｄ

べ
物
づ
く
り
班
会
」
と
い
う
発

想
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
見

学
班
会
の
他
に
は
「
木
曜
レ
イ

ン
ボ
ー
」
や
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
班

会
」「
ひ
な
た
」
で
の
尿
塩
分

い
た
と
の
こ
と
で
す
。
モ
ル
ッ

ク
の
練
習
試
合
の
後
は
お
花
見

に
行
こ
う
と
か
、
続
け
ら
れ
た

ら
い
い
ね
と
か
、
支
部
旅
行
の

市
街
地
西
部
支
部

話
な
ど
楽
し
い
班
会
が
で
き
ま

し
た
。
南
町
班
会
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
班
会
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
発
生
の
た
め
い
ず
れ

も
立
ち
消
え
状
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

２
０
２
６
年
「
班
会
開
催
月

間
」
で
、何
と
か
新
し
い
「
班
」

を
立
ち
上
げ
た
い
と
運
営
委
員

Ｖ
Ｄ
視
聴
班
会
を

開
催
し
て
い
る
の

で
す
。
現
、
組
合

員
活
動
委
員
長
の

今
野
義
雄
さ
ん
が

参
加
さ
れ
て
い
る

の
で
、「
ふ
る
さ

と
津
島
」
と
い
う

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し

た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
南
町
公
会
堂

は
大
谷
総
代
さ
ん

が
、
小
学
生
の
こ

ろ
、「
そ
ろ
ば
ん

教
室
」
に
通
っ
て

市街地西部　南町班会（モルック）

ふるさと津島　DVD視聴班会（2021年）
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《“日曜お手軽健診”実施中！〈採血検査です。内容は肝機能・脂質・腎機能・貧血等の検査〉毎週日曜日の午前9時〜12時。料金1,500円。
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有馬支部　下中有馬班会（折り紙）

　
八
木
原
支
部

須
田
　
明
美
さ
ん

◦
配
布
者
さ
ん
紹
介
◦

　
知
人
に
声
を
か
け
ら
れ
て

配
布
者
の
仲
間
に
入
り
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
す
ぐ
に
運
営
委

員
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
大
変

速
い
出
世
で

す
（
こ
れ
は

冗
談
で
す
）。

色
々
や
る
こ

と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す

が
、
楽
し
く

や
っ
て
い
ま

す
。

私も私も
配って配って
ますます

私も
配って
ます

無料法律相談　毎月第１月曜日　午後７時〜　渋川民商事務所（金井本町）に於いて　顧問弁護士による無料法律相談を行っています。お問い合わせは☎22-1482無料法律相談

わたしわたしのの一枚一枚
有馬支部　田中　喜市

渋川市有馬 237-1  北毛保健生活協同組合
総務部　關口まで　TEL 0279-24-1234

採用情報 HP QR コード▶連絡先

①医　　　師 常

②薬 剤 師 常・パ

③リハビリ職員 常

④視能訓練士 パ

⑤保 健 師 常・パ

⑥看 護 職 員 常・パ

⑦看 護 助 手 常・パ

⑧介 護 職 員 常・パ

⑨調　　　理 常・パ

⑩事　　　務 常・パ

⑪事　　　務 常

⑫運　転　手 準パ

⑬診療放射線技師 常

北毛保健生協北毛保健生協
常勤・パート職員大募集常勤・パート職員大募集

（2027年卒業予定者歓迎）

（現場受け入れ型インターンシップ）

（訪問介護業務）

（未経験者歓迎）

常：常勤　パ：パート

活　動　報　告活　動　報　告

　Cafe Indigo Blueより奥多摩湖。
　Indigo Blueは奥多摩むかし道の終点です。
　かつて、武蔵国と甲斐国（現
在の山梨県一帯）を結ぶ交易
路として人々が往来した旧青
梅街道。
　奥多摩むかし道は、その旧
青梅街道のうち奥多摩湖近く
の小河内地区〜奥多摩駅を結
ぶ、全長約10kmの区間。
　 青 梅 線(通 称 ア ド ベ ン
チャーライン)の奥多摩駅か
ら上り下りの山道をエッチラ
オッチラ歩いた終点からホッ
トコーヒーを片手に眺めた奥
多摩湖です。

募集している職種

急募

急募

急募

豊秋支部　そば打ち交流会

北橘支部　チェリー班（クレープづくり）

赤城支部　放射能測定班会

半田支部　にくまんあんまんづくり

市街地東部　吹屋班会

吉岡支部　健康チェック（よしおか温泉）小野上支部　モノづくり班会
（タルトタタン・シュウマイまんじゅう）

伊香保支部　つどい
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